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企画概要 気候危機やエネルギー問題に興味関心のある高校生が集まり、出

会い、チームをつくり（学校ベースではなく個人ベース）

そのプロセスに大学生がメンターとして伴走支援し、大学教員や

地域の事業者・行政等がアドバイザーとして参加

⇒ 「バーチャル・ラボ」を形成

高校生チームは最終カンファレンスで、自分たちの企画を発表。

企業・行政等から支援が得られれば、実現への道がひらける！

脱炭素につながるツール、仕組み、アクション、アプリ、グッズ、

作品等を企画・制作

上記のプロセスを随時Instagramで情報発信

「♡」クリックやコメントをすることで、幅広い高校生・大学

生・県民が応援・評価に参加

高校生チームは2回の中間カンファレンスで交流し、学び合い、

アドバイザーやサポータ（専門家や事業者など）からコメントを受け取る
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プロセス重視

高大連携

地域連携



●アイデアや知的興味を深掘り

●大学での学びが身近になる

●様々な主体との協働体験

高校生

●脱炭素を担う若手人財の育成

●高大連携活性化・県内進学

●優秀人材の確保・県内就職

主催者
●社会的価値のある活動への参加

●環境に関する学びを深められる

●卒業後の進路を考える材料に

大学生

ねらいと目的



（月に2回程度）

中間カンファレンス

最終カンファレンス





サポート
企業等 地域企業 地方自治体 教育関係団体 環境関係団体 etc.

静岡県（くらし・環境部環境局）

静岡県教育委員会（高校教育課）

静岡県地球温暖化防止活動推進センター
静岡県環境資源協会
静岡大学
【オブザーバー】

ふじのくに地域・大学コンソーシアム

実行委員会
＜実行委員長＞

静岡大学理事・副学長
塩尻信義

事務局チーム

大学生メンター
チーム

特任
職員

事務局長
事務局

運営体制



伴走者の役割

大学生メンター
高校生チームを伴走支援
Instagram等で活動を発信
アドバイザーとの連絡調整

アドバイザー（大学教員や地域の事業者・行政等）

高校生チームからのリクエストに応じてアドバイス
定期的にチームとのコミュニケーションも（任意）
カンファレンスに参加

サポート企業
Advancedコースのチームをサポート
中間カンファレンスで各チームにコメント
最終カンファレンス後の企画の実現等をサポート



高校生50人程度（個人参加が主，チーム参加もOK）

※高校の所在地は問わないが、静岡市内で開催されるイベント
やカンファレンスに参加できることが条件

募集開始，参加受付5/8

チームビルディング・ワークショップ
スタートアップ・レクチャー

キックオフ・
カンファレンス

※午前：第2回実行委員会
7/14(日)

13：00～

テーマ＆ロードマップ発表
アドバイザー＆サポート企業等コメント

中間カンファレンス①8/11(日)

13：00～

中間発表
アドバイザー＆サポート企業等コメント

中間カンファレンス②
※午前：第3回実行委員会

12/8(日)

13：00～

Basicコースのチームがブース出展・発表チーム合同発表会2/9(日)

13：00～

企画・制作を発表
サポート企業等による支援オファー

最終カンファレンス
※終了後：第4回実行委員会３/16(日)

13：00～

スケジュール



サポート企業様のメリット

高校生・大学生と継続的な関係を築き、インターンシップ募集
や求人活動の際にタイミングよくアプローチできる。

ターゲットを絞って、ネームバリューをあげることができる。

主体的でアクティブな高校生・大学生に出会える。

【露出機会】
・各種イベントやホームページでの御社名・ロゴ等の掲出
・参加高校生に企業紹介動画やパンフレット等を配信・配布

【参加機会】
・Advancedコースの高校生チームへの参加
・各カンファレンス（計3回）への参加
・最終カンファレンスでの支援オファー

【情報機会】
・高校生チーム/大学生メンターの特性等のフィードバック
・高校生チーム/大学生メンターとの個別コミュニケーションへの支援
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